















































































































































































































2.4 160目 された 瞳は ｍの代金は ２ｍ。 、 、 （
240 200円 と３ｍ 円 の中間と考え） （ ） 、
円とした。教師のテープ図を用いた説



















































㎡が２×３＝６㎡、 ㎡が ×７＝0.1 0.1




れた面積図をもとに、 ㎡と ㎡0.1 0.01
の関係について教師の説明を聞いた 。。
このことを通して、瞳は、本時の学習
課題でもある × の計算につい2.1 3.2
て、理解を深めることができた。
７ 本時は、前時の学習にかかわり、図
、 。時 図 の考え方について説明を聞いた4 5
間 しかし、瞳にとって、図 のような、5
、目 マスの 倍や といった考え方は10 1/10
イメージが持てず理解に苦しむ様子が
見られた。一方、瞳は、図 のような6






1 2 3 3.2




のマスが縦 個、横 個0.1 21 32
並んでいる考え方
（図 ）5











1 2 3 3.2
( )m
2.1 3.2 6.72× ＝
↓ ↓ ↓ ↑
10 10 100 1/100倍 倍 倍
↓ ↓ ↓ ↑
































。 、 、分かる また ５時間目のインタビューより












（ ）「 、筆者： 感想のところを指し ここってさ
さっきのあれのこと？」と聞く （ 考え。「
方がやばい、練習してこないと、宿題し
てこないと大変 」と発言したこと） あ。 //
」そこのああいう勉強って大切だと思う？
瞳： うん 」「 。
筆者： 今日宿題でがんばってみるの？がん「
ばってね 」。





















友達： × は になるっていうんだ「2.1 3.2 6.72
けどどうして になるの？分からないん6.72
だけど」
この問題に対して瞳は 縦 横 の図(図、 2.1 3.2
)をかいて 「 × をあんざんでするの7 2.1 3.2、
は少し難しいから図をかく。 × 。これ2.1 3.2























































































。」「 。」 、いってんな おしいな という言葉から
自分の考え方が教師に理解されていることを
知る。その上で、教師の「じゃここは？」と
、 、 、いう指摘に対し 瞳は １㎡のマスの関係も
㎡の関係の表し方と同様にできることに0.1
気付いたのである。そして、瞳は教師の意図






























てさ から で何個？何十？ と銀 隣、 」 （160 200
の席の児童）に話しかけた。また瞳は、プリ
ントに『 ～ までは ， ～ ま160 200 40 200 240
でも 、ちょうどいいから でいいと思40 200
う 』と書いた。。
個別指導をしていた教師は、瞳の間違いに




40 240 40 2.4 200ら 、 から だから ｍの代金は
200 160 240円 という考え方を 円は 円と。」 「 、
円の真ん中だから、 ｍの値段である 」と2.5 。
いう考え方に修正した。
10その後 瞳は ４年生の小数で学習した、 、
等分する考え方をテープ図に書き加えるな
ど、必要な情報をテープ図に書き足していっ





瞳は、 ｍ分の代金から ｍ分の代金を2.5 0.1










的価値をもっていることで、 から ま160 200
では ( ＋ ＝ 、 から まで40 160 40 200 200 240）
も ( ＋ ＝ ）という計算から求め40 200 40 240
た答えが、テープ図の２ｍと３ｍの中間は、
ｍであるという情報と整合性がとれるこ2.5
とで、瞳は、 円は ｍの代金であるこ200 2.5
とを理解したのである。
瞳が、テープ図の中に ｍの位置を見つ2.5
けたことは、後に ｍよりも ｍだけ少2.5 0.1
ない ｍの位置と代金にかかわる情報をつ2.4
2.5かむきっかけとなる 授業終了後 瞳は。 、 、
ｍ分の代金から ｍ分の代金を引く考え方0.1



















質問が出された（ が 円これ大丈夫で「1m 80


























































だ？」とつぶやき、 × の筆算を始め2.1 3.2
た。瞳は、答えを とした。その後、瞳67.2
は、 の指導を受けるまで、様々な計算式T2










も 「だって （ ㎡のマスの一辺を指し）、 、 0.1
ほら、ここが なら （ ㎡のマスの一0.1 0.01、






ら 「 個に切ったから、ここ (㎡)だよ、 10 0.1
ね。１(㎡)を 等分した 」と言って、１㎡10 。
を 等分したものが ㎡であることをお10 0.1
さえた。その後、 ㎡のマスを指し「ここ0.1
（高さ）が （ｍ）で(１㎡と ㎡のマス0.1 0.1
の横の長さは)１(ｍで)同じなんだから、高
2.1 3.2 6.72× ＝
１㎡が６こ
0.1 6.72㎡が７こ ＋
0.2 0.1 0.02× ＝
（図９）
さだけが違っている。じゃ、高さだけはここ
( ㎡)とここ(１㎡)を比べてみて、 な0.1 1/10
、 。 、 （ ）んだから 面積も じゃ ここ ㎡1/10 0.1
とここ（ ㎡）を比べてみても高さが同じ0.01
で、横が違うんだから、横が だから、1/10
面積も って考えていけば になるっ1/10 0.01
てこと と説明をした その説明に瞳は あ。」 。 、「


















。 、 、てみる 瞳は １㎡と ㎡がそれぞれ６こ0.1
。 、 、７こと書いている しかし ㎡について0.01
































授業中盤、 × と × の積の関3.1 1.2 3.1 0.8
係について教師が説明している様子である。





瞳： ３つずつ 」「 。
担任： おっ、３よりも 」「 。
他の児童： 上 」「 。
担任： 大きくなっていくよね 」「 。

























































































は、 ㎡の という関係を面積図から見0.1 1/10
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